
函館高等専門学校 基準７ 

基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況） 

 準学士課程の新入生に対して，学習に関するガイダンスが宿泊研修の中で，全体研修および学科

別研修として行われている（資料７－１－①－１）。学生生活の手引き（資料７－１－①－２），シ

ラバス（資料７－１－①－３）を全学生へ配付し，学習内容について必要事項を周知している。さ

らに，各教員は授業の開始時に，授業の進め方について説明を行っている。 

専攻科課程においては，入学時と２年進級時に開催されるガイダンス（資料７－１－①－４）に

おいて，学習・教育目標等の説明を行っている。特に「複合型システム工学」教育プログラムの修

了要件については，入学時と２年進級時に学習・教育目標達成度確認表を配付し，履修計画を立て

させ指導している（資料７－１－①－５）。専攻科生全員に対してもシラバス（資料７－１－①－６）

を配付している。 

毎週水曜日の放課後はオフィスアワーとして，教員全員が教員室に待機し学習・生活全般に関す

る相談に応じ（資料７－１－①－７），それ以外の時間に対しても個別に対応する体制としている。

平成18年度の実績としてオフィスアワーには前期526件，後期643件の相談が行われ（資料７－１－

①－８），学生相談室には学習に関する相談が154件寄せられた（資料７－１－①－９）。 

資料７－１－①－１ 

平成19年度 新入生宿泊研修プログラム 

 

（出典 学生係資料）
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函館高等専門学校 基準７ 

資料７－１－①－２ 

  

（出典 平成19年度学生生活の手引き 13頁）

 

 

資料７－１－①－３ 

（出典 準学士課程用シラバスより抜粋 ）
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函館高等専門学校 基準７ 

資料７－１－①－４ 

 

 

（出典 学生係資料）

 

資料７－１－①－５ 

 

（次頁へつづく）
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函館高等専門学校 基準７ 

 

 

（出典 学習・教育目標達成度評価確認表 抜粋）

 

 

資料７－１－①－６ 

 

（出典 専攻科課程用シラバスより抜粋）
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函館高等専門学校 基準７ 

資料７－１－①－７ 

平成19年度前期時間割 

 

（出典 学生係資料）
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函館高等専門学校 基準７ 

資料７－１－①－８ 

 

 

 

（出典 教務係資料）

 

資料７－１－①－９ 

学生相談室相談内容内訳 

 

（出典 学生相談室資料）
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函館高等専門学校 基準７ 

（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程の新入生には，宿泊研修において学校全体に関わる研修が適切に行われている。専攻

科生は教育目標達成度確認表により学習達成度の計画・実施状況を，担任とともにチェックするシ

ステムが存在し機能している。オフィスアワーに関しては，水曜日に時間を設定し，多くの相談実

績があり，有効に機能している。 
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函館高等専門学校 基準７ 

観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び厚

生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，効

果的に利用されているか。 

（観点に係る状況） 

 学生のためのコミュニケーションスペースとして，図書館内，図書館ロビー，学生玄関前ロビー，

講義室近くに設けられた共有スペースがある（資料７－１－②－１）。多くの教員室前にも共有スペ

ースが設けられ，自主的学習および教員との面談が可能である。図書館は平日午後８時まで，土曜

日は16時まで開館しており，自学自習のためのスペースとして閲覧室が確保され22台の机が配置さ

れている（資料７－１－②－２）。情報技術の自主的学習のために情報教育演習室が設けられており，

プログラム演習室，CAD演習室，基礎情報処理演習室，図書演習室，専攻科情報演習室の５室が設置

されている（資料７－１－②－３）。 

厚生施設として，学生相談室，保健室，食堂，売店が完備され広く利用されている（資料７－１

－②－４）。学生相談室では，学習相談，進路相談，対人関係問題などあらゆる悩みの相談に対応し

ており，効果的に利用されている（資料７－１－①－９）。 

 

資料７－１－②－１ 

共有スペース 

   

図書館ロビー          教員室前共有スペース 

   

実験棟１階ロビー         学生玄関前ロビー 
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函館高等専門学校 基準７ 

 

資料７－１－②－２ 

 

（出典 平成19年度 学校要覧 31頁）
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函館高等専門学校 基準７ 

資料７－１－②－３ 

 

（出典 平成19年度 要覧 30頁）

 

資料７－１－②－４ 

 

（出典 平成19年度 要覧 35頁）
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函館高等専門学校 基準７ 

（分析結果とその根拠理由） 

 学生が自主学習を行うための共有スペースが多く備えられている。教員室前の共有スペースは教

員とのコミュニケーションを図る上で有効である。情報教育演習室（プログラム演習室，ＣＡＤ演

習室，基礎情報処理演習室，図書演習室，専攻科情報演習室）が設けられており，情報技術の自主

的学習に対して十分な環境が整えられている。学生相談室など厚生施設が整備され，効果的に利用

されている。 
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函館高等専門学校 基準７ 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

（観点に係る状況） 

 クラス担任やオフィスアワー制度により，随時学生との直接的な対話が可能な体制となっている。

間接的な対話方法として，学生玄関ロビーに「学生意見箱」が設置され，学生の意見・要望に対し

て校長が目を通し，その要望にできるだけ学校全体で対応していく体制を整えている。回答は学生

玄関前に大きく掲示するとともに，学内向けウェブサイトで公開している（資料７－１－③－１）。

年に一度の保護者懇談会では保護者を通じて学生のニーズを聞く機会を設けている（資料７－１－

③－２）。 

資料７－１－③－１ 

 

 

（出典 本校ウェブサイト（学内専用） http://10.120.10.5/~iw-soumu/ikenbako/）
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函館高等専門学校 基準７ 

資料７－１－③－２ 

平成18年度保護者懇談会時間割表 

 

（出典 教務係資料）

 

（分析結果とその根拠理由） 

 クラス担任・オフィスアワー制度においては，学生の意見を直接的に吸い上げることが可能な体

制であり，学生意見箱においても学生のニーズを把握することができている。さらに保護者懇談会

では，保護者を通じて学生のニーズを把握する機会を設けている。 
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函館高等専門学校 基準７ 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況） 

 英検および工業英検は，一般科目英語科において受付を行い，英検の２次試験に対する個別指導

も実施しており，合格は準学士課程４･５年生の英語演習の単位修得として認められている（資料７

－１－④－１，資料７－１－④－２）。TOEICについては，年に数回IP試験を学内にて実施しており

（資料７－１－③－２），480点以上の得点で１単位として認められる。なお，TOEICオープンは準学

士課程および専攻科課程それぞれ一度無料で受験が可能な体制としており，平成18年11月開催の試

験は受験者数151名の実績となっている。 

 準学士課程生の海外留学について，留学中に取得した単位については他大学等の場合と同様に30

単位を限度に単位認定を行うことができる（資料７－１－④－３）。専攻科生については，「専攻科

における長期にわたる教育課程の履修に関する規程」が制定されている（資料７－１－④－４）。ま

た，国際活動推進部会が発足し韓国の釜慶大学校との協定が結ばれた。（資料７－１－④－５）。 

 

資料７－１－④－１ 

特別学修による単位認定 

 

（出典 平成19年度学生生活の手引き22頁）
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函館高等専門学校 基準７ 

 

資料７－１－④－２ 

平成19年度 特別学修による単位修得認定者一覧 

 

（出典 教務係資料）

 

資料７－１－④－３ 

函館工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

（出典 規程集 http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/reiki_int/reiki_honbun/au05700011.htmlより）
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函館高等専門学校 基準７ 

 

資料７－１－④－４ 

 

（出典 規程集 http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/reiki_int/reiki_honbun/au05702211.html）
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函館高等専門学校 基準７ 

 

資料７－１－④－５ 

函館工業高等専門学校と釜慶大学校工科大学との間における学術交流に関する協定書 

 

（出典 本校ウェブサイト http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/topics/H190323kyotei/index.htm）

 

（分析結果とその根拠理由） 

 英検・工業英検・TOEICともに合格者は英語演習の単位修得として認められるため，学生の学習意

欲を促す役割を果たしている。外国留学に関しては，国際活動推進部会の働きかけによって，韓国

の釜慶大学校との協定が結ばれ，交流が予定されている。 
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函館高等専門学校 基準７ 

観点７－１－⑤： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，編入学生，社

会人学生，障害のある学生等が考えられる。）への学習支援体制が整備されている

か。また，必要に応じて学習支援が行われているか。 

（観点に係る状況） 

 留学生ごとに指導教員を配置するほか，学生によるチューター制度（資料７－１－⑤－１）や日

本語・日本事情および工学基礎科目など特別な科目（資料７－１－⑤－２）を設定している。留学

生の指導に対しては，外国人留学生委員会（資料７－１－⑤－３）が設置され，組織的に留学生の

受入れや教育指導・厚生補導等に関する活動を行っている。 

 工業高等学校等からの編入学については，必要な知識・能力が不足している場合もあるため，物

理，数学，専門科目等についてはそれぞれ面談を行って内容とレベルを確認し（資料７－１－⑤－

４）状況に応じて補講等を行っている（資料７－１－⑤－５）。 

資料７－１－⑤－１ 

 

（出典 規程集 http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/reiki_int/reiki_honbun/au05701851.html ）

 

資料７－１－⑤－２ 

留学生時間割 

 

 

（出典 教務係資料 ）
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函館高等専門学校 基準７ 

資料７－１－⑤－３ 

 

（出典 規程集 http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/reiki_int/reiki_honbun/au05701241.html ）

 

 

 

 

 

- 424 - 



函館高等専門学校 基準７ 

 

資料７－１－⑤－４ 

 

（出典 ＪＡＢＥＥ自己点検書 資料3.1-17 ）
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函館高等専門学校 基準７ 

 

資料７－１－⑤－５ 

 

 

（出典 ＪＡＢＥＥ自己点検書 資料3.1-17）

 

（分析結果とその根拠理由） 

 留学生に対しては，チューター制度や特別な授業科目の実施により学習支援を組織的に行ってい

る。編入学生については各学科でそれぞれ面接を行って物理，数学，専門科目等に対して個別に補

講を実施している。 
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函館高等専門学校 基準７ 

観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

 全てのクラブに複数顧問教員（2～4名）を配置し組織的な支援を行っている（資料７－１－⑥－

１）。学生会活動では，学生会の自主的な活動場所を確保する上で学生会室を設け（資料７－１－②

－４），各行事の際には，担任，学生委員および事務職員が協力し円滑な実施の補助に務めている。

リーダー研修会やスポーツ安全講習会がクラブ活動に対する支援として毎年開催されている（資料

７－１－⑥－２）。外部コーチ制度が導入され，学生の技術的な側面の支援の充実が図られている（資

料７－１－⑥－３）。ロボットコンテスト，プログラミングコンテストについては，コンテスト部会

が中心となり，指導顧問教員以外の教員も含めた教員団と実習工場との連携によるバックアップ体

制を組んで支援している（資料７－１－⑥－４）。 

 資金面の支援としては，育成会において資金支援による学生遠征基金を設けていただき，専体協

地区大会，同全国大会などのクラブ遠征に対して金銭的な支援をいただいている（資料７－１－⑥

－５）。 

 

資料７－１－⑥－１ 

 

（出典 学生係資料 ）
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函館高等専門学校 基準７ 

資料７－１－⑥－２ 

 

（出典 平成19年度学生生活の手引き36頁）
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函館高等専門学校 基準７ 

資料７－１－⑥－３ 

 

（出典 学生係資料 ）

 

資料７－１－⑥－４ 

 

（出典 規程集 http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/reiki_int/reiki_honbun/au05701731.html ）
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函館高等専門学校 基準７ 

 

資料７－１－⑥－５ 

 

（出典 平成19年度学生生活の手引き137頁）

 

（分析結果とその根拠理由） 

 クラブ活動は，複数顧問体制，外部コーチ制度によりその運営を支援するための適切な体制が整備

されており機能している。資金面においても育成会からの学生遠征基金によって支援が行われている。 
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函館高等専門学校 基準７ 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能して

いるか。 

（観点に係る状況） 

 準学士課程において，学級担任は毎朝10分間のＳＨＲを行い，学生に対して各種情報の周知徹底を

図っている。１～３学年は特別活動が１時間確保されており（資料７－２－①－１），学生に対して

教育や学生生活に関する指導が行われている。専攻科の学生に対しても担任を配置し対応している。

学生相談室は，あらゆる悩みや問題に対する相談に対応しており（資料７－２－①－２），相談件数

は増加し機能している（資料７－２－①－３）。 

経済面の支援として，日本学生支援機構奨学金，函館市奨学生等の各種奨学金の案内を行うととも

に，奨学金応募の窓口としての支援を学生課において行っている（資料７－２－①－４）。授業料の

減免措置（資料７－２－①－５）は，規程と選考基準に基づいて対象学生を選考し，全額または半額

免除が行われている（資料７－２－①－６）。 

 

資料７－２－①－１ 

 

（出典 平成19年度 学生生活の手引き24頁 ）
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函館高等専門学校 基準７ 

 

資料７－２－①－２ 

 

（出典 平成19年度 学生生活の手引き39頁 ）

 

資料７－２－①－３ 

学生相談室 相談件数 

 

（出典 学生相談室資料 ）
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函館高等専門学校 基準７ 

資料７－２－①－４ 

 

（出典 本校ウェブサイト http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-gakuka/gakusei/syogaku/sonota-syougakukin.htm）

資料７－２－①－５ 

 

（出典 平成19年度 学生生活の手引き54頁 ）
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函館高等専門学校 基準７ 

資料７－２－①－６ 

 

（出典 学生係資料 ）

 

（分析結果とその根拠理由） 

 全クラスに対して担任制度を設けるとともに，学生相談室の設置によって学生への相談・助言体制

が整えられている。授業料減免措置が整備され，各種奨学金の案内・申請等の手続きに対して支援を

行っている。 
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函館高等専門学校 基準７ 

観点７－２－②： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，障害のある学生

等が考えられる。）への生活支援等を適切に行うことができる状況にあるか。また，

必要に応じて生活支援等が行われているか。 

（観点に係る状況） 

 春潮寮には留学生棟が設置され，留学生の居住手段を確保しているとともに，留学生指導教員およ

び学生チューターが配置され，留学生の支援が行われている。（資料７－２－②－１）。外国人留学生

規程第７条により，国費留学生に係る授業料，入学料及び検定料は徴収しない（資料７－２－②－２）。 

身体に障害を持つ学生への支援について，校内の大部分は段差を解消したバリアフリーに改修され

ており，各玄関前の傾斜スロープ，実験棟・専攻科棟のエレベータ，物質工学科棟階段の車椅子昇降

機,身障者用トイレが設置されている（資料７－２－②－３）。現在１名の情報工学科２年生が，車椅

子で学生生活を送っており，学生生活が不便にならないよう平成18年４月入学直後の会議において教

室の配置換えを決定，夏休み前までに工事を完了した。さらに情報工学科棟に新たに平成19年3月末

にエレベータを設置しハード面でも整備された（資料７－２－②－３）。 

 

資料７－２－②－１ 

 

（出典 規程集 http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/reiki_int/reiki_honbun/au05701851.html ）
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函館高等専門学校 基準７ 

 

資料７－２－②－２ 

 

（出典 規程集 http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/reiki_int/reiki_honbun/au05700771.html ）

 

資料７－２－②－３ 

       

         学生玄関前スロープ         専攻科玄関前スロープ 

         

体育館玄関前スロープ      情報棟エレベータ         身障者用トイレ 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 留学生には留学生指導教員および学生チューターが生活面・学習面の指導にあたっている。障害の

ある学生に対しては，各施設に対して十分なバリアフリー対策が施されており，生活支援が適切に行

われている。 
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函館高等専門学校 基準７ 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

 春潮寮は，平成19年４月現在189名の学生が入寮しており（資料７－２－③－１），寮務委員会と学

生課寮務係が連携して指導体制を組み，寮生活の支援，指導を行う形をとっている。教職員と寄宿舎

指導員が毎日交代で宿日直を行い，寮内の巡回点検等を行うとともに，急病が発生した場合などにも

対応できるよう24時間体制で寮生活を見守っている（資料７－２－③－２）。 

生活面の指導としては，登校日の朝の居室巡回点検があり，宿日直教員による点呼，寮巡回点検が

ある。女子寮では毎夜点呼後に女子寮生全員に寮母，宿直教員を含めたミーティングがあり，連絡事

項などを伝達している（資料７－２－③－３）。 

学習面では，準学士課程第１学年男子学生は月～木曜日の21時～22時半を学習時間として，一斉学

習を行う指導体制としている（資料７－２－③－３）。管理棟およびC棟３階，A棟２階には研修室が

あり，24時間電気を使用できる体制である（資料７－２－③－４）。 

 

資料７－２－③－１ 

春潮寮 入寮者数（平成19年度4月1日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校ウェブサイト http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-ryou/ryo/number.php ）
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資料７－２－③－２ 

 

（出典 規程集 http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/reiki_int/reiki_honbun/au05701871.html）

 

資料７－２－③－３ 

  

春潮寮 男子日課表           春潮寮 女子日課表 

（出典 本校ウェブサイト http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-ryou/ryo/nikka.php ）
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函館高等専門学校 基準７ 

 

 

資料７－２－③－４ 

 
（出典 本校ウェブサイト http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-ryou/ryo/gaiyou.php ）

 

（分析結果とその根拠理由） 

 春潮寮は，寮務委員会を中心に教職員による宿日直・巡回点検が毎日交代で行われ，指導体制が24

時間体制となっている。学習（静粛）時間や一斉学習時間が設定されており，毎日の学習を促すよう

指導され，勉学の場として機能している。 
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観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 進路指導委員会（資料７－２－④－１）が設置されており，インターンシップ推進のための講演会，

就職ガイダンス（資料７－２－④－２），進学関係説明会を行うとともに，就職の手引き・進学の手

引き（資料７－２－④－３）を学生に配付し就職・進学に関する事項について周知している。学生個

人には各学科の就職担当教員（担任）が指導を行っており，求人企業の提示，企業の選定の相談，調

査書や推薦書の作成，面接指導等を行っている。 

平成18年度からキャリア教育センターが設置され，各種講演会により学生が社会に出るために必要

な教育を，低学年から組織的・系統的に行っている。キャリア教育センター（資料７－２－④－４）

では，求人情報をデータベース化し，求人情報検索システムが現在稼動中である（資料７－２－④－

４）。就職率は例年ほぼ100％を維持している（資料７－２－④－５）。 

 

資料７－２－④－１ 

 

（出典 規程集  http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/reiki_int/reiki_honbun/au05701141.html）
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函館高等専門学校 基準７ 

資料７－２－④－２ 

 

（出典 本校ウェブサイト http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-gakuka/gakusei/kousyu/syushoku/syu-syoku.htm ）

 

資料７－２－④－３ 

    

      就職の手引き目次                  進学の手引き目次 
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函館高等専門学校 基準７ 

（出典 教務係資料 ）

 

資料７－２－④－４ 

 

（出典 平成19年度 学校要覧29頁 ）
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函館高等専門学校 基準７ 

 

資料７－２－④－５ 

平成18年度卒業予定者の進路状況 

 

（出典 平成19年３月16日 教員会議資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

進路指導委員会およびキャリア教育センターを設置し，進路指導に関する支援体制が確立されている。

就職担当教員は各学生に対し個別に対応しており，就職・進学の内定率は毎年ほぼ100％である。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 学習支援について，学級担任を中心に全教員が対応しており教員室前共有スペースおよびオフィス

アワー等の実施によりきめ細かい対応が可能な体制をとっている。学習環境は図書館をはじめとする

自主学習スペース，情報教育演習室が整備されている。学生意見箱の設置により適宜学生のニーズを

把握することができる。 

 課外活動については，すべてのクラブに複数顧問教員配置，外部コーチ制度，育成会による資金支

援等の体制が整備され機能している。 

校内の大部分は段差を解消したバリアフリーに改修されており，現在１名の情報工学科２年生が車

椅子で学生生活を送っているが，車椅子で校舎ほぼ全域に移動可能である。 

 学生寮は男女および留学生の入寮が可能であり幅広い地域からの入学を可能としている。教職員お

よび寄宿舎指導員による24時間，指導可能な体制がとられている。 

 学生相談室では，外部からカウンセラー（臨床心理士）の二人体制をとり，週２回非常勤で来てい

ただき学生の心の健康面での相談に対応している。 

 

（改善を要する点） 

 男子寮の老朽化が目立ち改善を要する。 

 

 

 



函館高等専門学校 基準７ 
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（３）基準７の自己評価の概要 

学習を進める上でのガイダンスが準学士課程および専攻科課程ともに適切に実施されている。クラス

担任支援だけではなく，教員室前共有スペースおよびオフィスアワー制度，学生相談室の設置により，

学習・生活全般に関する相談に応じる体制が確立し機能している。情報技術の自主的学習のために情報

教育演習室として５室が設けられている。これらのことより，学生が学習を進める上での体制は整備さ

れ機能している。 

学生玄関前に設置されている学生意見箱により，学生は意見を学校長に直接申し出る機会が与えられ

ている。原則としてどのような意見にもできるだけ素早く回答する方針であり，その回答は玄関前に大

きく掲示される。学生は学内専用ウェブサイトから過去の質問・回答を閲覧することが可能である。 

英検および工業英検については，実施の連絡，申し込み受付，２次試験の個別指導を実施しており，

合格者は英語演習の単位修得として認められ，学生の学習意欲を促進させている。TOEICに関してはIP

試験を年に数回実施し，480点以上の得点により１単位として認められる。TOEICオープンは準学士課程

および専攻科課程それぞれ一度無料で受験が可能な体制である。また，平成18年度に国際活動推進部会

が発足し，釜慶大学校との学術協定が締結され学生交流が予定されている。 

留学生には，指導教員および学生チューターを学生毎に割当て，日本語および専門科目修得の補助と

して留学生向けの授業が設定されている。学生寮では，男女とも留学生専用の居室が与えられ，１学年

男子学生の一斉学習を行うなど学習・生活支援を行う体制は十分に整っているといえる。 

クラブ活動の支援として，顧問２人以上の体制および外部コーチ制度の導入がなされている。学生会

は自主的な活動が重んじられるため福利棟に学生会室が設けられており，各種行事の企画・参加を積極

的に行っている。その他ロボットコンテスト等の行事にはコンテスト部会がバックアップを行う体制で

ある。 

学生への経済面の支援は，入学料，授業料の免除および減免措置制度がとられており，学生支援機構

をはじめとする各種奨学金の案内を行っている。また，学生寮は遠隔地からの入学を積極的に受け入れ

る体制をとっており，教職員および寄宿舎指導員の連携により，学生の安全を24時間体制で見守ってい

る。 

就職・進学に関しては，各担任が求人企業の提示，企業の選定の相談，調査書や推薦書の作成，面接

指導等を行い，進路指導委員会，キャリア教育センターと連携をとりながら支援体制を敷いており，学

生の就職・進学率は毎年ほぼ100％を維持している。 


